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「メリットは
自分でつくるものですよ」
二代目社長は叩き上げ。

中央南第1地区

トーア株式会社

榎本 秀人さん

Photo 松田廣司／撮影地 緑区三井

トーア株式会社の社屋と製品

身の丈に合った仕事で
人は伸びていく

転勤と結婚と。
縁あって社長に就任。

法人会を 支える

　「自身で行動しよう！」

　この10数年来、毎週月曜日になると、トーア株式

会社では、社員全員が勝ちどきを上げます。

　トーア株式会社（以下トーア）は、社員に独立心を

培いつつ、社長自らも草刈りや輪番制のトイレ掃除

もする垣根のない社風。そのトーアを率いるのは二

代目社長・榎本秀人さんです。昭和43年に先代が

工業用接着剤の商社として創業。東北地方で雪解

け水による影響でお墓のモルタル目地が剥がれて

倒壊するのをなんとかできないものかと考えた先代

は、試行錯誤の末、墓石用の接着剤を開発。「墓石

に接着剤を使うという新しい試みに反発も受けまし

たが、徐々に認められて販路も広がっていきました」

　榎本さん自身は関西の建材メーカーに勤務、転

勤で神奈川へ来ました。「たまたま大学の先輩の会

社仲間にトーアの娘さんがいて、それが今の女房で

す」 勤務していたメーカーは転勤もあるので、先代

に「トーアに来ないか？」と誘われて、平成3年、32歳

の時に入社することに。

　入社早々に先代から新しい部署を作るように言わ

れた榎本さん。それまでゼネコン関係に携わっていた

こともあり、工事部の事業に着手しましたが苦戦の

幕開けでした。トーアは建設関係に関わりがなく、な

んの認定許可もありません。ゼネコンには許可がない

と信用されないので、許可を取得し業務を拡大して

いくことにしました。しかし、「榎本さんという人間は

知っているがトーアという会社は知らない。発注は難

しいよ」と、なかなか仕事はもらえません。「退社する

まで業績は自分の力だと思っていましたが、会社の

看板とは大きいものだとつくづく思いましたね」

　そんな中でも、「お前の仕事ぶりは知っているか

ら」と数社から仕事をいただき信頼を得て、独立採算

できるまでに成長しました。一度トーアから抜けて、の

れん分けした子会社「ジェック」の経営者となりました

が、先代から後継者として戻って来てほしいと頼まれ

て、トーアの経営も引き受けることになりました。

　二つの会社を束ねる榎本さん。幼少時代は、山あ

り、丘あり、川あり、海あり、大自然がすべて揃ってい

る、九州は大分の豊後高田に生まれ育ちました。山

ではどんぐり拾いや桑の実やアケビを食べたり昆虫

採集をして、海ではアサリを穫ってみそ汁の具に。海

からの帰り道は、うなぎがたくさんいる川を遡って潮

を洗い流しながら帰路につきました。「おふくろが海

パンの後ろに豆を入れた袋をつけてくれて、そのまま

海で遊んでいると、帰る頃には丁度いい塩加減の塩

ゆでみたいな豆になってね。それをつまみながら帰り

ました。小さな町で、人間みんなこんな生活をしてい

るのだと思ってましたよ」と笑います。

　身の丈に合った仕事を心がけているという榎本さ

ん。「バブルの頃は『無限の可能性に挑戦』なんて

言ってましたが、自分ができないとマイナス思考に

なって逆に伸びないんです。身の丈に合った仕事を

していると必ず次のステップに繋がる。発展していく

んです。今の若い人も、うまく気持ちを上向きに持っ

ていくといくらでも伸びていく」

　こんな社長さんの元で働きたいと思わせるような

榎本さんのおおらかな人柄は、大自然の中で遊んだ

幼少時代に育まれたのかもしれません。
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津久井湖を横断する

 三井大橋は交通の要所。

 しかし歩行者には危険でした。

昨年春、大橋の脇に

念願の歩行者専用『そよかぜ大橋』が完成し

 悩みも解消しました。

 日没の空が赤く染まり そよ風に吹かれ、

 心地よい散歩道でもあります。

津久井湖二つの大橋
えのもと　 　ひでと
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神奈川県法人会連合会

　法人会では、毎年税制改正に関する提言を財務省や各政党に行っ

ています。当会では、平成26年度税制改正要望についてのアンケー

トを実施し、その回答に基づいて税制改正要望事項として社団法人

神奈川県法人会連合会へ提出しました。

　神奈川県内の18会ある法人会からの税制改正要望事項をとりま

とめ、社団法人神奈川県法人会連合会では、さらに税制改正要望事

項を絞り込みました。これを公益財団法人全国法人会総連合へ提出

し、9月の税制問題研究会で協議し、10月の法人会全国大会で全国

の法人会の総意である平成26年度税制改正

に関する提言が発表されます。

　以下神奈川県連で取りまとめた要

望事項、当会での税制改正

要望事項を掲

載します。

平成26年度

税制改正要望事項

ハイライト

Hayabusa　　54　　はやぶさ

Ⅰ 財政健全化に向けて

１ 行財政改革の徹底
　財政健全化をする上で「無駄の削除」が必要であ

る。行政の在り方を抜本的に見直し、徹底的な行政

機構のスリム化を図るべきである。国会議員、地方

議員の定数削減、公務員改革、また独立行政法人

の整理を徹底的に行う。

　次に、行政の役割を縮小し、民間の活力を活用す

るよう推進するべきである。

　また、税金の使途を監視する会計検査院の検査

機能を強化するためにも、検査員の中への民間人

登用や、民間による検査をするなど検査強化を図る。

3 事業承継税制の拡充

２ 社会保障費の財源確保
　持続可能な社会保障制度の維持を図るために、

まず必要なのは、税収に見合った制度そのものの構

築である。あらゆる社会保障の給付の適正化及び

給付水準の見直しを行うことが先決である。

　安定財源としては、広く公平に負担が出来る消費

税に求めるのはやむを得ない。もちろん徹底した行

財政改革の上での引き上げとなるが、引き上げによ

る景気の減退、段階的な税率変更による経費の増

大及び事務処理の混乱、複数税率の実施や非課

税項目の増加等による体系の複雑化について慎重

に検討すべきである。

Ⅱ 中小企業の活性化について

１ 中小企業への政府・自治体の支援強化
　産業空洞化を克服していくには、政府・自治体の

中小企業への支援強化が重要である。

　今の政府の中小企業政策は、社会的に弱く差別

された状態にある中小企業の現状を改善するための

助成から、自助努力で開発・創業に挑戦するベン

チャー企業支援に重点が移っている。これまでの日本

の文化技術である「ものづくり」の基盤を支えた中小

企業を整理淘汰し、熟練基盤技術を軽視している。

　産業と基盤の基礎をなす「ものづくり」の振興支援

に国と地方自治体の取り組みを強化させることが、

産業空洞化阻止のために重要である。

２ 法人税の実効税率の引き下げ
　我が国の法人実効税率は、アジア・ＥＵ諸国との

税率格差が依然として大きいことから、さらに国内企

業の海外移転や雇用への悪影響などが懸念される。

わが国の企業活力の復活と経済活性化のためには、

法人税の基本税率をさらに引き下げることを求める。

　我が国経済の持続的な成長を望むためには、法

人税の引き下げを通じて国内企業の生産・投資活

動及び雇用創出を活発化し、国際競争力を強化す

るとともに、海外からの投資を呼び込むことや国内企

業の海外への移転を抑えることが必要である。

　また、雇用の面からも、国内企業に活力を与える

法制化が急務である。

社団法人
神奈川県法人会連合会

　平成２５年度改正で事業承継税制が改正されたが、

その複雑な内容は十分緩和されたとはいえず、適用要件

の緩和も実態にそぐわないものである。

　我が国の中小企業の存続には、さらに適用要件を簡

素化し、円滑かつ安心して事業を承継できる制度への改

革が必要である。円滑な事業承継が行われるよう中小企

業に対応した本格的な事業承継税制の拡充を求める。

　我が国の経済は、長引く不況、デフレ及び為替変
動などによる大幅な税収の落ち込み、度重なる政策
減税や景気対策の結果、国と地方の債務残高の合
計が1,000兆円に達するなど、財政は危機的な状況に
陥っている。昨年末からの政府の日本経済再生への
強い取り組みにより、円安・株高を好感して浮揚をして
きたとはいえ、２０年来のデフレを脱却し、今後も継続

的に安定成長していくかは安心できない状況にある。
　そのために、国内需要を喚起すべく、我が国の経済
を支える中小企業が活力を取り戻すための諸施策が
急務である。
　我々法人会は、「公平・公正かつ簡素な税制」の確
立を訴えるとともに、下記について強く要望する。
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２ 相続税・贈与税関連

相模原法人会

　現状においても相続税は、諸外国

と比較して負担が大きい。しかも、日

本人の平均年齢が８０を大きく超える

こととなった今、相続人も６０代を超え

る場合が多く、換金性の低い資産を

相続した場合の負担が大きく、人生

を大きく狂わせかねないほどのものと

なっている。

　課税強化は、金融業者等のビジネ

スチャンスとなり、大資産家の資産の

海外移転を招き、小資産家と事業者

いじめにしかならず、本来の目的達成

が違ったものとなる可能性が高いの

で課税強

化は行うべ

きではない。

復興支援のための税制上の措置

事業承継税制
　制度の適用を受ける人が少なく、見直しが図られることになったが、

若干の見直しであり、納税猶予制度であることには変わりがない。

　抜本的に、たとえば、事業を相続する人間が、株式や、事業関連

資産の相続を受ける時点で、代表取締役になるなど実質経営に携

わってからの経過年数により、減額割合を徐徐に大きくするか、又は

実質経営に携わり始めた時点での価値を評価額とするなどの措置

をとれば、頑張って会社を大きくしたものの、結果、相続で自分の首

を絞めてしまうなどの懸念もなくなり、被相続人が少しずつ株式等の

譲渡を行わなくても問題がないので、双方が安心して協力しながら

事業発展に尽くすことができると考えられる。

　事業承継税制について、今一度、抜本的に考え直してもらいたい。

（事業にかかる相続税は税負担もさることながら、換金不能な不動

産や株の評価が、事業を継承しないものにとっては評価が独り歩き

し、事業を成功させたものには、最悪引退間近になって、大きな借金

を背負わざるを得ない可能性があるので不合理となる）

１ 所得税

少子化対策
　出産関連費用及び不妊治療の健康保険適用範

囲を大幅に広げるとともに、税額控除制度の創設を

行ってもらいたい。

　また、長時間預けることが可能な保育園の充実と、

その費用の所得控除制度を充実させてもらいたい。

上場株式等に係る譲渡損失の
損益通算及び繰越控除
　この制度の適用を知り、申告できる人は、ある程度

税務に精通している人か、日常的に税理士に依頼し

ている人となってしまう。一般人にも分かりやすい制

度にするとともに、証券会社に横展開し、国への報

告義務を制度化したうえで個人個人に確認を行い、

承認の申告を行うようにすることで、分かりやすく、間

違いや不正も防げ、投資の促進にも役立つと思わ

れる。完全なる納税番号制度の導入については、批

判や不安もあり推進することが難しいが、この部分よ

り導入するという方法も考慮できると思われる。

４ その他

印紙税
　最近のペーパーレス化により、特に大企業におい

ては印紙税の回避が行われるようになり、零細企業

においては、その進捗は未だ遅れている。消費税の

増税時に、この際印紙税をなくすべきでないか。

３ 法人税

事業所税
　二重課税であり、都市計画区域であるか無いか等

によって課税されたりされなかったりすること自体おか

しいし、二重課税を続けるべきではない。

　復興支援のためにも、税制上の緩和措置を大胆に実

施してもらいたい。特に、放射能汚染により、避難を余儀

なくされた会社は、いわれなき噂により仕事が減少してお

り営業活動にも今までとは違った努力を強いられてい

る、東電の賠償金の取り扱いについても特段の措置を

望むものである。

　減価償却制度、少額資産について、３０万円未満を

臨時措置ではなく、法制上少額資産とし総枠３００万円

未満の撤廃。全額損金算入を認めることにより、企業の

事務負担を軽減し、購入を容易化することが経済の活

性化に結びつき、大局的に税収の拡大につながると思

われる。

　同族会社における役員報酬については、利益連動の給

与体系を認め、経済活動のより発展に資するべきである。

公益社団法人
相模原法人会

　我が国の経済は安倍首相のアベノミクスによる効
果により、円安推移と、平均株価の上昇など経済の
先行きに明るさが見えてきました。しかしながら、中小
企業において、特に製造業では未だ需要の拡大が見
えない中、油関連・電力コスト等を始めとして購入品
の値上がりと、大手企業による今まで以上のコスト削
減要請に苦しむ事態に直面しています。
　さらにアベノミクスは一つ間違えると、公共投資、
箱物増産となり、将来に禍根を残すばかりか、大イン
フレと財政危機に陥る危険性をも含んでいます。
　また消費面では、昔ながらの小売店がほとんど消
滅し、コンビニ店やフランチャイズ店が立ち並び、日用

品以外の家電品・衣服・家具
等の買い物は、郊外型の大型
店に行くか都市部まで出かけ
なくてはならず、車や公共交通
機関が必須となっています。夜
遅くまで営業している店舗や

豊富な品揃えを誇る店舗など、元気な人間や現役で
働いている人間にとって利便性は増しましたが、高齢
者や体の不自由な人にとって、それらの店は決して便
利なものではなく、弱者が住みづらい社会になってき
ています。
　　
　今、震災の復興も思うように進んでおらず、放射能
汚染地域の除染も大幅に遅れ、日がたつにつれ、若
い世代の人たちによる帰郷拒否の現状も伝えられる
中、被災者や放射能汚染地域の人たちの心にも配慮
した、政治手腕と政策を望むものであります。

平成26年度 税制改正要望事項の提出 
ハイライト
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研修会7/29（月） 税制・税務委員会 親睦事業7/16（火） 大野地区 親睦事業8/11（日） 上溝第1地区

内容／第1部「平成25年度税制改正について（法人税及び相続税及び
贈与税）」　講師／相模原税務署担当官　　第2部「事業承継税制に
ついて」　講師／東京地方税理士会　相模原支部所属税理士

研修会7/26（金） 青年部会

会場／相模原法人会館 3階会議室
講師／税理士  夏目康彦氏
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活動フラッシュ
相模原法人会各地区の事業報告 2013年6月    7月  8月

研修会6/20（木）

研修会7/4（木） 大野南支部

共益事業推進委員会 津久井（東・中）地区

研修会7/12（金） 研修委員会

研修会6/30（日）

内容／平成25年度の税制改正のポイント
会場／ホテルラポール千寿閣　講師／相模原税務署担当官

内容／アジア半球の時代を考える　会場／相模原法人会館3階
講師／外交ジャーナリスト・作家　手嶋龍一氏

会場／イタリアンガーデン前庭
親睦のためのバーベキュー大会を開催しました。

会場／（株）鈴木工務店敷地内
会員の親睦バーベキューを例年通り実施しました。

7/27（土）・28（日）社会貢献事業7/27（土） 公益事業推進委員会 社会貢献事業 上溝支部

8/10（土）社会貢献事業 田名支部

5其の飾りを掲揚し、復興支援の七夕まつりチャリティーイベン
ト「がんばろう日本」を開催しました。竹飾りコンクールにおいて
大賞を受賞しました。

8/9（金）～１１（日）社会貢献事業 橋本支部

内容／東京地方税理士会との意見交換会 （1）会員増強の協力について 
（2）ニセ税理士の排除について　 会場／相模原法人会館 会議室

トロンボーン演奏とトーク／鈴木加奈子氏　
会場／緑区役所串川出張所 多目的ホール

県法連社会貢献運動ヤビツ水源・県民交流の森づくり
秦野市寺山地内ヤビツ峠【法人会の森】の下草刈りを実施しました。

会場/上溝商店街　ホテルウイング相模原
法人会のＰＲ活動、募金や物品販売を行いました。

会場/田名中学校グラウンド
租税教育用冊子と風船の配布、バザー販売を行いました。

税理士会との連絡協議会 ～盲導犬と共に～

税務研修会
第62回  橋本七夕まつり2013

～中国の台頭と日本の針路～ 田名ふるさと祭り

改正税法説明会
親睦バーベキュー大会 バーベキュー大会企業運営に役立つ税務

ヤビツ水源・県民交流の森づくり

かながわまつり50選　上溝祭り
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　青年部会副部会長を
拝命するにあたって。

　今年度より副部会長という役を仰せつかり
ましたが、自分など副部会長になれる器でも
無いのに分不相応と恐縮している次第です。
ただ在籍年数をみれば、早いもので自分も今
年で10年目となり、役が回って来るのも必然
な事なのかと考えています。勿論受けた以上
は他の副部会長達と共に誠心誠意小口部会
長を支えていく所存であります。当面は在籍年
数が長い者として、諸先輩達の青年部会への
思いや、歴史を出来る限り伝えていく役目があ
ると思うので、今の青年部会での語り部的存
在で行こうか？と考えています。とは言え何で
も過去を踏襲するつもりは無く、今の青年部
会員世代に合った運営を行っていく上での基
礎や方向性のガイドになる様な事を伝えてい
きたいと思います。
　この原稿を書いている時点で既に新体制で
会議、事業を行っていますが、参加人数も多
く、とても良い出だしで、小口新部会長率いる
青年部会は 今後益々盛り上がっていく事が
期待出来ますので、親会、OBの方々も是非青
年部会の全体会議、事業にご参加して頂き、
小口パワーを実感して頂きたいと思います。

Hayabusa　　11

平成24年度 青年部会事業報告会

　昨年度、伝統ある相
模原法人会青年部会の

副部会長を初めてつとめさせて頂きました。
　青年部会創立30周年にあたる昨年度、沢
山の事業を通じ、沢山の経験をさせて頂き、
沢山の出会い、沢山の応援･･･と、皆様より沢
山頂きました。
　培いました経験を本年度　林副部会長、
佐藤副部会長と共に力を合せ小口部会長の
もと一丸となり率先して青年部活動してゆく
所存であります。
　2年間という短い期間でありますが、どうぞ
宜しくお願い申し上げます。

副部会長挨拶

部会長挨拶

小口 伸夫

佐藤俊太郎

中村 義雄

総務・広報委員長
　宮崎 健一

　今期、副部会長を務め
る事となりました林大介で

す。昨年度は青年部会設立３０周年記念事業・式
典の実行委員長として小方部会長を始め部会
員の皆様、OBの皆様や親会の皆様、ボランティア
の皆様や多くの方々に支えられ無事に終える
事が出来たこと、また４０周年に向かって新たなス
タートが切れたことを改めて感謝申し上げます。
　さて、今期は小方部会長から小口部会長に
バトンタッチをしての大事な初年度となります。
小口部会長がよく言われる「楽しく活動をして
結束を深める」とは懇親会などで懇親を深める
事もさることながら委員会や全体会議で議論
をする事、研修・交流・社会貢献などの事業を
力を合わせて構築することで経営者・社会人と
してのスキルアップが出来ていき、その中で生ま
れる結束力も大きな青年部会の原動力となり
得ると思っています。この結束力が部会を活性
化させ部会員の拡大にもつながり、より多くの
部会員で活動し盛り上げて活動的で楽しい会
になることで相模原法人会も今以上に地域に
貢献できる団体になると考えています。だからこ
そ部会員の皆さんに積極的に参加していただ
きたく思います。
　皆さんにとってプラスの機会の場となる青年
部会として、また自分の学びの為にも精一杯、
小口部会長を支えて青年部会を盛り上げてい
きたいと思いますので宜しくお願い致します。

林 大介

委員　澤田 弘之
委員　中山 直樹
委員　増川 研二
委員　大塚 高司
委員　義見 亮太
委員　寺田 喜久雄
委員　佐々木 茂綱
委員　高橋 健吾
委員　三橋 里絵

委員　石川 将誠
委員　藤本 宗一郎
委員　長谷川 春彦
委員　薬師寺 和弥
委員　関戸 和浩
委員　松下 龍太
委員　大河原 達
委員　松田 桂吾

委員　高瀬 健一
委員　小林 俊介
委員　鈴木 秀人
委員　浅野 栄造
委員　渡邊 茂
委員　霜鳥 雅一
委員　中本 太衛
委員　菅家 誠
委員　野口 克朗

委員　山本 武仁
委員　田辺 徳雄
委員　松下 貴幾
委員　夏目 康彦
委員　岡野 英之
委員　朝見 賢光
委員　小川 泰
委員　市村 努

委員　豊村 康弘
委員　柴田 輝隆
委員　遠藤 忠幸
委員　唐沢 章三
委員　芝田 晃
委員　横尾 一男
委員　神田 益良
委員　渡邊 博明
委員　森 義治

委員　菊地 潤
委員　小池 重憲
委員　宮嵜 秀幸
委員　若林 美佳
委員　市川 雄士
委員　高橋 幸一

　平成25年5月9日(木)に
相模原法人会館にて、平
成24年度青年部会事業
報告会が行われました。
浅野部会員の司会進行
のもと、稲場会長、小方部
会長、相模原税務署の皆
様の挨拶の後、平成24年
度事業報告並びに決算
報告、平成25年度事業計
画並びに予算報告をしました。
　役員の改正に伴い小口新部会長より、こ
れから2年間の意気込みなどが話されまし
た。他の各諸団体は相模原市、城山町、津
久井町、相模湖町、藤野町など合併前のな
ごりで現在も別々の団体になっている事を
気にしていましたが、小口新部会長は法人
会だけが相模原市で1つの団体にまとまっ

ている！  この事を生かして、みんなで楽しく
交流を広めたい趣旨のお話をしていました。
　事業報告会終了後に懇親会が行われ、
小林部会員の司会進行のもと、小谷副部
会長、小方部会長の挨拶の後、佐々木副
会長の乾杯で和やかに始まりました。
　多くの青年部会ＯＢの方々に参加して頂
き、今後のアドバイスなどをいただきまし

た。また、今回青年部会を
卒業される、小谷副部会
長、杉本部会員、石川部
会員へ感謝状並びに記念
品が贈呈されました。お忙
しい中、関係諸団体から
多くの方に参加して頂き、
法人会青年部会の枠を
超えた交流が出来た事が
印象に残りました。

　このたび
第13代青年
部会長を拝
命いたしま
した小口伸
夫と申しま
す。
　我が青年
部会は、昨
年設立３０

周年記念式典および記念事業を開催し、盛
会に終えることができました。これも小方前
部会長を先頭に部会員一人ひとりが力を合
わせて取り組んだ事による成果だと思いま
す。同時に法人会の諸先輩の皆様、税務署、
諸団体の暖かいご指導やご協力を頂けなけ

ればまず成らなかった事業でもありました。
　その３０周年という区切りを終えて最初の
年に部会長を務めるという事を考えると身
の引き締まる思いでありますが、同時に政令
指定都市の青年経営者団体の長であると
いう自覚をもつ事により自己成長のチャンス
と考えてお引き受けした次第でございます。
　私の２年間の方針は「親睦」の一言です。
相模原法人会は、この平成２５年４月から公
益法人として生まれ変わり、そのありかたを
模索し始めたところだと思います。法人会青
年部会の役割を考えたとき、青年部会だけ
の事業を活性化するのではなく、所属する地
区事業への協力も大切なのではないかと考
えています。前述しましたが相模原市は平成
１９年に津久井地域と合併して７０万人を
超える政令指定都市となりました。そして相
模原市内各地区で多くの青年団体が個別
に活発な活動をしております。その中にあっ
て我が相模原法人会青年部会は市内全域
に会員を擁し、地域・業種・世代を越えて交
流親睦できる貴重な活動の場なのです。

　だからこそ青年部会のみならず、支部や
地区へ積極的に参加が大切な事だと思い
ます。支部・地区へ参加してみてそこから新
たなヒントを得て青年部会の活動に活か
す、またその逆があったりとそのような事を
通じて相互の親睦をはかり絆を深め、そこ
で得たものを会員各々の職場やお客様に還
元させることができたら、これは素晴らしい
ことではないでしょうか。私はそんなところも
法人会活動の大きなメリットなのだと考え
ています。
　青年部会事業は、年2回の「瓦版発行」、
５月「事業報告会」、６月「会員交流会」、７月
「税務研修会」、１０月「署長を囲む座談
会」、１１月「おもしろカレッジ」「チャリティゴ
ルフの運営」、１月「新年会」と続き、２月には
初の「租税教室」開催にチャレンジします。各
事業とも青年部会一同が一丸となって大い
に楽しく、親睦を深め、公益に資するよう工
夫を凝らして取組みたいと考えております。
　今後２年の間、皆様のご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。
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宜しくお願い申し上げます。

副部会長挨拶

部会長挨拶

小口 伸夫

佐藤俊太郎

中村 義雄

総務・広報委員長
　宮崎 健一

　今期、副部会長を務め
る事となりました林大介で

す。昨年度は青年部会設立３０周年記念事業・式
典の実行委員長として小方部会長を始め部会
員の皆様、OBの皆様や親会の皆様、ボランティア
の皆様や多くの方々に支えられ無事に終える
事が出来たこと、また４０周年に向かって新たなス
タートが切れたことを改めて感謝申し上げます。
　さて、今期は小方部会長から小口部会長に
バトンタッチをしての大事な初年度となります。
小口部会長がよく言われる「楽しく活動をして
結束を深める」とは懇親会などで懇親を深める
事もさることながら委員会や全体会議で議論
をする事、研修・交流・社会貢献などの事業を
力を合わせて構築することで経営者・社会人と
してのスキルアップが出来ていき、その中で生ま
れる結束力も大きな青年部会の原動力となり
得ると思っています。この結束力が部会を活性
化させ部会員の拡大にもつながり、より多くの
部会員で活動し盛り上げて活動的で楽しい会
になることで相模原法人会も今以上に地域に
貢献できる団体になると考えています。だからこ
そ部会員の皆さんに積極的に参加していただ
きたく思います。
　皆さんにとってプラスの機会の場となる青年
部会として、また自分の学びの為にも精一杯、
小口部会長を支えて青年部会を盛り上げてい
きたいと思いますので宜しくお願い致します。

林 大介

委員　澤田 弘之
委員　中山 直樹
委員　増川 研二
委員　大塚 高司
委員　義見 亮太
委員　寺田 喜久雄
委員　佐々木 茂綱
委員　高橋 健吾
委員　三橋 里絵

委員　石川 将誠
委員　藤本 宗一郎
委員　長谷川 春彦
委員　薬師寺 和弥
委員　関戸 和浩
委員　松下 龍太
委員　大河原 達
委員　松田 桂吾

委員　高瀬 健一
委員　小林 俊介
委員　鈴木 秀人
委員　浅野 栄造
委員　渡邊 茂
委員　霜鳥 雅一
委員　中本 太衛
委員　菅家 誠
委員　野口 克朗

委員　山本 武仁
委員　田辺 徳雄
委員　松下 貴幾
委員　夏目 康彦
委員　岡野 英之
委員　朝見 賢光
委員　小川 泰
委員　市村 努

委員　豊村 康弘
委員　柴田 輝隆
委員　遠藤 忠幸
委員　唐沢 章三
委員　芝田 晃
委員　横尾 一男
委員　神田 益良
委員　渡邊 博明
委員　森 義治

委員　菊地 潤
委員　小池 重憲
委員　宮嵜 秀幸
委員　若林 美佳
委員　市川 雄士
委員　高橋 幸一

　平成25年5月9日(木)に
相模原法人会館にて、平
成24年度青年部会事業
報告会が行われました。
浅野部会員の司会進行
のもと、稲場会長、小方部
会長、相模原税務署の皆
様の挨拶の後、平成24年
度事業報告並びに決算
報告、平成25年度事業計
画並びに予算報告をしました。
　役員の改正に伴い小口新部会長より、こ
れから2年間の意気込みなどが話されまし
た。他の各諸団体は相模原市、城山町、津
久井町、相模湖町、藤野町など合併前のな
ごりで現在も別々の団体になっている事を
気にしていましたが、小口新部会長は法人
会だけが相模原市で1つの団体にまとまっ

ている！  この事を生かして、みんなで楽しく
交流を広めたい趣旨のお話をしていました。
　事業報告会終了後に懇親会が行われ、
小林部会員の司会進行のもと、小谷副部
会長、小方部会長の挨拶の後、佐々木副
会長の乾杯で和やかに始まりました。
　多くの青年部会ＯＢの方々に参加して頂
き、今後のアドバイスなどをいただきまし

た。また、今回青年部会を
卒業される、小谷副部会
長、杉本部会員、石川部
会員へ感謝状並びに記念
品が贈呈されました。お忙
しい中、関係諸団体から
多くの方に参加して頂き、
法人会青年部会の枠を
超えた交流が出来た事が
印象に残りました。

　このたび
第13代青年
部会長を拝
命いたしま
した小口伸
夫と申しま
す。
　我が青年
部会は、昨
年設立３０

周年記念式典および記念事業を開催し、盛
会に終えることができました。これも小方前
部会長を先頭に部会員一人ひとりが力を合
わせて取り組んだ事による成果だと思いま
す。同時に法人会の諸先輩の皆様、税務署、
諸団体の暖かいご指導やご協力を頂けなけ

ればまず成らなかった事業でもありました。
　その３０周年という区切りを終えて最初の
年に部会長を務めるという事を考えると身
の引き締まる思いでありますが、同時に政令
指定都市の青年経営者団体の長であると
いう自覚をもつ事により自己成長のチャンス
と考えてお引き受けした次第でございます。
　私の２年間の方針は「親睦」の一言です。
相模原法人会は、この平成２５年４月から公
益法人として生まれ変わり、そのありかたを
模索し始めたところだと思います。法人会青
年部会の役割を考えたとき、青年部会だけ
の事業を活性化するのではなく、所属する地
区事業への協力も大切なのではないかと考
えています。前述しましたが相模原市は平成
１９年に津久井地域と合併して７０万人を
超える政令指定都市となりました。そして相
模原市内各地区で多くの青年団体が個別
に活発な活動をしております。その中にあっ
て我が相模原法人会青年部会は市内全域
に会員を擁し、地域・業種・世代を越えて交
流親睦できる貴重な活動の場なのです。

　だからこそ青年部会のみならず、支部や
地区へ積極的に参加が大切な事だと思い
ます。支部・地区へ参加してみてそこから新
たなヒントを得て青年部会の活動に活か
す、またその逆があったりとそのような事を
通じて相互の親睦をはかり絆を深め、そこ
で得たものを会員各々の職場やお客様に還
元させることができたら、これは素晴らしい
ことではないでしょうか。私はそんなところも
法人会活動の大きなメリットなのだと考え
ています。
　青年部会事業は、年2回の「瓦版発行」、
５月「事業報告会」、６月「会員交流会」、７月
「税務研修会」、１０月「署長を囲む座談
会」、１１月「おもしろカレッジ」「チャリティゴ
ルフの運営」、１月「新年会」と続き、２月には
初の「租税教室」開催にチャレンジします。各
事業とも青年部会一同が一丸となって大い
に楽しく、親睦を深め、公益に資するよう工
夫を凝らして取組みたいと考えております。
　今後２年の間、皆様のご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。

10　　はやぶさ

第41号
■発行／
公益社団法人 相模原法人会青年部会
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16
TEL. 042-755-3027　FAX. 042-753-3273
URL. http://www.sagamiharahojinkai.or.jp
MAIL.seinen@sagamiharahojinkai.or.jp
■発行責任者／小口伸夫（青年部会長）
■編集責任者／宮崎健一（総務広報委員長）

平成25年度 青年部会組織図 （敬称略）

小口 伸夫

石沢 辰幸
福本 寿
小方 雄大

（総務・広報）
（研修・交流）

佐藤 俊太郎 中村 義雄 林 大介

部会長

特別幹事

副部会長 副部会長 副部会長

委員長　　宮崎 健一
副委員長　才川 重久

委員長　　牧 恒太
副委員長　杉崎 貴之

総務・広報委員会 社会貢献・公益委員会 研修・交流委員会
委員長　　平賀 周一
副委員長　伊藤 由樹
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宮崎 健一

総務・広報委員長

平賀 周一

社会貢献・公益委員会委員長

　新年度にあたりこれからの2年間、社会貢
献・公益委員長を拝命いたしました平賀周一
と申します。どうぞこれから宜しくお願い申し
上げます。青年部会には佐々木元部会長の
時に御縁を頂き入会させて頂きました。その
直後20周年事業を迎えて一旦ご無沙汰を致
しまして2年前に渡邊組織委員長の下、副委
員長として30周年事業に向けて活動を精一
杯させて頂きました。20周年もそうですが30
周年は特に最近ということもあり印象深く、人
生の中で貴重な経験をさせて頂きました。
　過去はさておきまして、これからの新しい年
度は親会が公益法人となったこともあり、こ
の委員会は部会の中で公益事業を担当し、
初めて扱うことも多いので戸惑いもあります
が委員会メンバーを始め青年部会が一丸と
なって事業を構築していくことが出来ることを
強く期待すると同時に諸先輩方をはじめとい
たします皆様方のお力添えを頂くこともあろ
うかと存じますがその節は何卒宜しくお願い
申し上げます。

牧 恒太

研修、交流委員長

　この度、研修交流委員長に任命されました
有限会社ＭＡKIエンジニアリングの代表、牧 
恒太と申します。相模台で屋上防水工事及
び、外壁補修工事の施工を行っています。私
が青年部会に入会してから、約8年近くになり
ますが、初めての委員長という立場になり、最
初は少し戸惑いましたが、任命された2年間
の中で青年部会のメンバーと、一緒に協力し
楽しい思い出を作りたいと考えています。
　私ども研修、交流委員会の主な事業内容
は、経営者の集まりである私たち法人会のメ
ンバーにとって、企業経営の一つとして参考に
なるような、様々な研修企画を立案、計画して
いくことと、青年部全体の交流イベントを様々
な形で企画、立案していくことです。つい先日
の6月３０日も、会館の下駐車場で交流会とし
て、各委員会で料理を持ち出し、食事会を行
い、大盛況で終わることが出来ました。やは
り、様々な職種の経営者の集まりである私た
ち青年部会員ですが、まだ青年部に入会され
て間もない方や、久しぶりに青年部に出てき
てくれた方などが、他のメンバーと、もっと、う
ちとけてお話が出来るようにするのは、一緒に
食事をしたり、お酒を酌み交わしてお話する
のが一番の近道かなと思います。
　様々な企業経営に対する考えを、それぞれ
のメンバーが持っていると思います、良い意味
で刺激を受け、楽しく、お互いに成長出来れ
ばと考えています。

　私が法人会に入会したのは、4年前で青年
部に入会したのが2年前です。こんな私が、委
員長をやっても大丈夫なのか？
　そんな事を思っていましたが、小口部会長
に頼まれ、一緒にがんばってみようと思えたの
は、周りの先輩や仲間が良い人ばかりだから
です。ほぼ同世代の青年部会のみなさんとは
月に1、2回程度の会議で顔を合わせるだけで
したが、最近では、いろいろと連絡を取り公私
共々お付き合いさせていただいております。
　総務・広報委員長という大役をいただきま
したが、委員会のみなさんや、他の部会員に迷
惑がかからないように精一杯頑張っていこう
と思っています。

　青年部会の公益事業として税務・経営
研修会を担当させて頂きました。この事業
は、平成23年から始まり3年目になり、税務
研修という内容的には限られますが、その
枠に囚われると親会の各支部等で開催さ
れている税務研修と重複すると感じ、今年
は主に「企業経営に役立つ税務」といった
内容になりました。講師には同じ青年部会員

の夏目氏を迎え、お忙しい中快くお引受け
頂きました。当日は昨年と違い研修終了後
の懇親会はご用意しておりませんので、わざ
わざこの為に人が集まるのか？などの賛否
ご意見頂きましたが多くの方々にご出席頂
きました。
　最後になりますがこの事業を構築するに
当たりご尽力賜りました小方前青年部会長
と夏目部会員には大変お世話になりこの場
をお借りしまして厚く御礼申し上げます。

税務・経営研修会

　6月の全体会議から、毎回議事の終了後
に部会員の事業PRを順番に行うことにな
り、6月に中村副部会長、7月に浅野部会員
に発表をしていただきました。
　会は基本的に多種多様な業種の経営者
で組織されていますが、業務の内容など詳
しく知る機会がありませんでした。これによ
り、お互いの事業の内容や考え方を知ること
ができ、大変意義のある活動だと思います。
　中村副部会長は葬祭業について、スライ
ドを使って発表をしてくださいました。オリジ

ナリティのある葬儀のプランニングなどお
客様の最期に真剣に向き合う姿勢がよくわ
かる内容でした。葬儀は日常的にお世話に
なるものではないので、とても新鮮でした。
　浅野部会員は車両の整備、販売業につ
いての発表で、車の修理の事例を実際の写

真を見せていただきながら解説をしていた
だいたり、素材の強度などわかりやすく解
説してくださいました。
　いずれも興味深い内容で、勉強になりま
した。今後の発表も楽しみです。

事業PR

小池 重憲

株式会社 小池設備
建設業（管工事業・水道工事業）
大野地区
返事は「はい」か「YES」か「喜んで」
ひとことPR：２代目社長ですが、地
元にしっかりと根を張った先代社
長の礎を基に地域の皆様の「困っ
た！」を解決できる会社を目指して
奮闘中です。近い将来“大”池を目
指す“小”池設備にどうぞご期待く
ださい。

①
②
③
④
⑤

市川 雄士

株式会社 市川電設
電気工事業・電気通信工事業・空
調設備工事業
田名第2地区
若い時の苦労は買ってでもしろ
株式会社市川電設は相模原市で
1番の企業を目指します。
経営理念の成長する事・地域社会
に貢献する事・利益を追求する事
を基本に正しい社会・明るい社会
作って行きます。

①
②

③
④
⑤

松田 桂吾

有限会社 松田建設工業
総合解体業
大野地区
有言実行
近隣住民様への配慮など、事業主
様の立場になりプロの総合解体業
として作業を進めております。環境問
題への勉強、対応、処置（リサイクル
促進）の意識向上作業員の誰もが
一つ一つの作業を任されても対応
のできる会社作りを進めております。

①
②
③
④
⑤

松下 貴幾

有限会社 やまもと総合保険サービス
保険代理業
相模原矢部地区
継続は力なり
県央地区を中心に損害保険、生命
保険を総合的に取りを扱っており
ます。個人、法人問わずご相談承り
ます。今後とも地域活性化できるよ
う努めますので、宜しくお願いいた
します。

①
②
③
④
⑤

松下 龍太

株式会社 ＦＯＲＴ （読み方／フォート）
機械設置業・電気工事業・お米小売り
新磯地区
馬鹿になれたら1人前
蛍光灯販売、ＬＥＤ照明販売、電気工事中心に
業務用精米機の販売設置をしております。照明関
係でご用命の時は、ぜひひと声いただけると嬉し
いです。また、千代田で「ライスベース」という、減
農薬米、地場相模原産のお米や農薬不使用の新
鮮地場産野菜の販売も行っております。ぜひ一度
ライスベースにもお気軽にお寄りください。

①
②
③
④
⑤

大河原 達

有限会社 大河原設備
給排水衛生設備
谷口中和田地区
人間だもの
50歳を目前に入会ですが、よろしく
お願いします。

①
②
③
④
⑤

中村副部会長（葬祭業について） 浅野部会員（車両の整備、販売業について）

新しい仲間たち ① 会社名　 ② 業種　 ③ 地区　 ④ 座右の銘　 ⑤ ひとことPR

社会貢献・公益委員会  委員長  平賀 周一

研修・交流委員会  委員長  牧 恒太

総務・広報委員会 副委員長　才川 重久

各委員長挨拶

　６月３０日、法人会館1階にて、青年部会
の各委員会ごとに、鍋や焼肉、チジミ、etcを

作り、交流会を開催しました。青年部メン
バーをはじめ、先輩方も一緒に食事をし、
楽しい時間を過ごすことが出来ました。これ
が本当に素人が作る料理かと思うような、
おいしい料理がズラリと並び、おいしいお酒
と一緒に楽しく頂きました。
　各委員長には、料理の準備から、調理、メ
ンバーの声かけなど全てお任せしてしまい、
本当に感謝しております。有難うございまし
た。今回の交流会の開催により、また少しメ
ンバーの絆が深まったような気が致します。

　今後も、青年部のメンバー全体で交流を
深め、様々な活動を行っていければと思い
ます。
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宮崎 健一

総務・広報委員長

平賀 周一

社会貢献・公益委員会委員長

　新年度にあたりこれからの2年間、社会貢
献・公益委員長を拝命いたしました平賀周一
と申します。どうぞこれから宜しくお願い申し
上げます。青年部会には佐々木元部会長の
時に御縁を頂き入会させて頂きました。その
直後20周年事業を迎えて一旦ご無沙汰を致
しまして2年前に渡邊組織委員長の下、副委
員長として30周年事業に向けて活動を精一
杯させて頂きました。20周年もそうですが30
周年は特に最近ということもあり印象深く、人
生の中で貴重な経験をさせて頂きました。
　過去はさておきまして、これからの新しい年
度は親会が公益法人となったこともあり、こ
の委員会は部会の中で公益事業を担当し、
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牧 恒太

研修、交流委員長

　この度、研修交流委員長に任命されました
有限会社ＭＡKIエンジニアリングの代表、牧 
恒太と申します。相模台で屋上防水工事及
び、外壁補修工事の施工を行っています。私
が青年部会に入会してから、約8年近くになり
ますが、初めての委員長という立場になり、最
初は少し戸惑いましたが、任命された2年間
の中で青年部会のメンバーと、一緒に協力し
楽しい思い出を作りたいと考えています。
　私ども研修、交流委員会の主な事業内容
は、経営者の集まりである私たち法人会のメ
ンバーにとって、企業経営の一つとして参考に
なるような、様々な研修企画を立案、計画して
いくことと、青年部全体の交流イベントを様々
な形で企画、立案していくことです。つい先日
の6月３０日も、会館の下駐車場で交流会とし
て、各委員会で料理を持ち出し、食事会を行
い、大盛況で終わることが出来ました。やは
り、様々な職種の経営者の集まりである私た
ち青年部会員ですが、まだ青年部に入会され
て間もない方や、久しぶりに青年部に出てき
てくれた方などが、他のメンバーと、もっと、う
ちとけてお話が出来るようにするのは、一緒に
食事をしたり、お酒を酌み交わしてお話する
のが一番の近道かなと思います。
　様々な企業経営に対する考えを、それぞれ
のメンバーが持っていると思います、良い意味
で刺激を受け、楽しく、お互いに成長出来れ
ばと考えています。

　私が法人会に入会したのは、4年前で青年
部に入会したのが2年前です。こんな私が、委
員長をやっても大丈夫なのか？
　そんな事を思っていましたが、小口部会長
に頼まれ、一緒にがんばってみようと思えたの
は、周りの先輩や仲間が良い人ばかりだから
です。ほぼ同世代の青年部会のみなさんとは
月に1、2回程度の会議で顔を合わせるだけで
したが、最近では、いろいろと連絡を取り公私
共々お付き合いさせていただいております。
　総務・広報委員長という大役をいただきま
したが、委員会のみなさんや、他の部会員に迷
惑がかからないように精一杯頑張っていこう
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　青年部会の公益事業として税務・経営
研修会を担当させて頂きました。この事業
は、平成23年から始まり3年目になり、税務
研修という内容的には限られますが、その
枠に囚われると親会の各支部等で開催さ
れている税務研修と重複すると感じ、今年
は主に「企業経営に役立つ税務」といった
内容になりました。講師には同じ青年部会員

の夏目氏を迎え、お忙しい中快くお引受け
頂きました。当日は昨年と違い研修終了後
の懇親会はご用意しておりませんので、わざ
わざこの為に人が集まるのか？などの賛否
ご意見頂きましたが多くの方々にご出席頂
きました。
　最後になりますがこの事業を構築するに
当たりご尽力賜りました小方前青年部会長
と夏目部会員には大変お世話になりこの場
をお借りしまして厚く御礼申し上げます。

税務・経営研修会

　6月の全体会議から、毎回議事の終了後
に部会員の事業PRを順番に行うことにな
り、6月に中村副部会長、7月に浅野部会員
に発表をしていただきました。
　会は基本的に多種多様な業種の経営者
で組織されていますが、業務の内容など詳
しく知る機会がありませんでした。これによ
り、お互いの事業の内容や考え方を知ること
ができ、大変意義のある活動だと思います。
　中村副部会長は葬祭業について、スライ
ドを使って発表をしてくださいました。オリジ

ナリティのある葬儀のプランニングなどお
客様の最期に真剣に向き合う姿勢がよくわ
かる内容でした。葬儀は日常的にお世話に
なるものではないので、とても新鮮でした。
　浅野部会員は車両の整備、販売業につ
いての発表で、車の修理の事例を実際の写

真を見せていただきながら解説をしていた
だいたり、素材の強度などわかりやすく解
説してくださいました。
　いずれも興味深い内容で、勉強になりま
した。今後の発表も楽しみです。

事業PR

小池 重憲

株式会社 小池設備
建設業（管工事業・水道工事業）
大野地区
返事は「はい」か「YES」か「喜んで」
ひとことPR：２代目社長ですが、地
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奮闘中です。近い将来“大”池を目
指す“小”池設備にどうぞご期待く
ださい。

①
②
③
④
⑤
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①
②

③
④
⑤
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有言実行
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一つ一つの作業を任されても対応
のできる会社作りを進めております。

①
②
③
④
⑤
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保険代理業
相模原矢部地区
継続は力なり
県央地区を中心に損害保険、生命
保険を総合的に取りを扱っており
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①
②
③
④
⑤
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鮮地場産野菜の販売も行っております。ぜひ一度
ライスベースにもお気軽にお寄りください。

①
②
③
④
⑤

大河原 達
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給排水衛生設備
谷口中和田地区
人間だもの
50歳を目前に入会ですが、よろしく
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①
②
③
④
⑤

中村副部会長（葬祭業について） 浅野部会員（車両の整備、販売業について）

新しい仲間たち ① 会社名　 ② 業種　 ③ 地区　 ④ 座右の銘　 ⑤ ひとことPR

社会貢献・公益委員会  委員長  平賀 周一

研修・交流委員会  委員長  牧 恒太

総務・広報委員会 副委員長　才川 重久

各委員長挨拶

　６月３０日、法人会館1階にて、青年部会
の各委員会ごとに、鍋や焼肉、チジミ、etcを

作り、交流会を開催しました。青年部メン
バーをはじめ、先輩方も一緒に食事をし、
楽しい時間を過ごすことが出来ました。これ
が本当に素人が作る料理かと思うような、
おいしい料理がズラリと並び、おいしいお酒
と一緒に楽しく頂きました。
　各委員長には、料理の準備から、調理、メ
ンバーの声かけなど全てお任せしてしまい、
本当に感謝しております。有難うございまし
た。今回の交流会の開催により、また少しメ
ンバーの絆が深まったような気が致します。

　今後も、青年部のメンバー全体で交流を
深め、様々な活動を行っていければと思い
ます。
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おうちで作成
ネットで申告

国税電子申告・納税システム
e-Tax 申告などの国税に関する各種の手続きについて、

インターネットを利用して電子的に手続が行える
システムです。

利用環境の確認
1

電子証明書の取得
2

開始届出書の提出
3

利用識別番号の確認
4

e-Taxをご利用になる場合の流れ（利用者識別番号の確認まで）

詳しくはHPをご覧ください。
http://www.e-tax.nta.go.jpe-Taxとは

相模原税務署長  稲嶋 芳明
いなしま 　よしあき

職名 氏名 新任地等
法人４部門統括官

審理専門官

法人１部門審理上席

法人２部門審理上席

和田 朗
野村 浩文
長田 健
小呂舘 とみ子

横浜南署

局  調三

甲府署

北沢署

職名 氏名 新任地等
署長

副署長（総担）

副署長（個担）

法人特別調査官

法人特別調査官

芹口 慶秀
青山 真一
雲雀 司
浅野 和優
遠藤 進

ご勇退

局  徴収部

立川署

麹町署

ご勇退

※上から 職名／氏名／①前任（地)等／②法人会担当地区

署長

稲嶋 芳明
①局  調三  統括官

副署長（法人担当）

舟久保 準
①留任

副署長（総務担当） 

岩淵 浩之
①豊島署

副署長（個人担当）

松田 敬一
①藤沢署

特別国税調査官（法人）

成田 敏美
①八王子署

特別国税調査官（法人）

橋口 正
①川崎南署

法人１部門統括官

北沢 孝則
①留任

法人２部門統括官

戸羽 栄
①留任
②中央南、田名

法人３部門統括官

堀 周策
①留任
②中央北、大沢

法人４部門統括官

宮﨑 貴規
①税務大学校
②大野北、上溝、津久井第１

法人５部門統括官

萩原 光一
①留任
②大野南、相模台、橋本

法人６部門統括官

千葉 規彦
①留任
②大野中、新相麻、津久井第２

審理専門官（法人）

藤井 恵司
①武蔵野署

法人１部門審理上席

畑 実早
①相模原署
　管理運営部門　

法人２部門審理担当

丸田 浩
①蒲田署

イータ君

　初秋の候、公益社団法人相模原法人会会員の皆様

方には、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。

　この度の人事異動により、相模原税務署長を拝命い

たしました稲嶋でございます。前任の芹口署長同様、一

年間よろしくお願い申し上げます。

　稲場会長をはじめ会員の皆様方におかれましては、

平素から税務行政の円滑な運営に対しまして、格別の

御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　相模原法人会は、各種研修会の開催、小学六年生

を対象とした「税に関する絵葉書コンクール」の実施、

青年部三十周年記念行事の実施及び老人保健施設

への絵手紙作成やタオル寄贈など、税知識の普及や社

会貢献活動に積極的に取組んでいただきました。また、

国税電子申告・納税システム（e-Tax）においては、会を

挙げて利用拡大に取組んでいただきました。国税電子

申告・納税システム（e-Tax）の利用促進については、

国税庁の重要課題となっており、今後の一層の普及及

び定着に向け、引き続き御協力をいただきますようお願

い申し上げます。

　本年四月には、公益認定を受けられ、公益社団法人

として高い公益性を有する法人として「不特定多数の

者の利益の増進に資するための事業」や「公益の増進

に寄与する事業」である公益目的事業を企画されてい

ると伺っております。大変心強く感じているとともに、公

益認定を受けるまでの皆様方の御労苦に対しまして深

く敬意を表する次第です。これからも長年にわたり培っ

てまいりました信頼関係を更に深めながら、緊密な協調

関係を築きたいと考えております。

　さて、私どもが税務行政を行うに当たりましては「納

税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実

現する」という国税庁の使命を果たすため、納税者の

皆様の理解と信頼を得ながら、常に努力をしていくこと

が私どもの務めであると考えております。

　第一に、納税者サービスの充実の観点では、国税電

子申告・納税システム（e-Tax）などのＩＣＴを活用し、納

税者にとって利便性の高い申告・納付手段のサービス

向上に努める必要があると考えております。

　第二に、納税者環境整備の観点では、改正消費税法

や番号制度（マイナンバー制度）導入といった税務行政

に重要な制度改正につきましても、納税者の利便性向

上や業務の効率化・高度化を踏まえ、署におきましても

説明会などで周知を行ってまいりたいと考えております。

　結びに当たりまして、公益社団法人相模原法人会の

ますますの御発展と会員の皆様方の御健勝並びに事

業の御繁栄を心から祈念いたしまして、着任の挨拶とさ

せていただきます。
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津久井中地区

　 株式会社　栄文舎印刷所
神奈川県相模原市緑区中野545
代表取締役　関戸 昌邦 
Tel.042-784-1185  Fax.042-784-6637
フリーダイヤル 0120-66-2689（月～金 9:00～17:00）

業務内容  印刷業務全般/製本/企画・デザイン制作/映像制作
URL  http://www.eibunsha.co.jp
E-mai  hon@eibunsha.co.jp

　  今回は津久井にある栄文舎印
刷所さんをお尋ねしています。まず
は営業部長の山口さんにお話をお
伺いました。
　  創業はいつになりますか？
　  昭和24年創業で、法人になっ
たのが昭和33年です。
　  戦後間もなくからあるんです

ね。どんなものを作ってるんですか？
　  ポスターやカタログ、会社案内、
小冊子、伝票類といったものから、
看板や販売促進グッズなども作りま
す。 印刷だけではなく、撮影や取材
も含む企画からのデザイン制作も
承っています。早く、安く、クオリティ
の高い物作りを目指しています。

　  なにか秘訣はありますか？
　  クリエイティブの制作スタッフが
おりますし、営業スタッフが出張して
取材をすることもあります。なんと
いっても最近増えているのがweb
から簡単に注文できる『会社案内
印刷コム』というシステムです。
　  簡単に？
　  デザインテンプレート・文例・イ
メージ写真をもとにご注文いただ
き、メールでのやり取りで制作するも
のです。簡単に素早く、低価格で会
社案内やカタログ作りのお手伝い
をしています。好評で、リピーター
も増えてきています。
　  なるほど。それはお客様にとっ
てもありがたいですね。では、ひとま
ず印刷工場の中を見学させていた
だきます。
　  うわぁ～、印刷屋さんって紙とか
インクとかで雑然としたイメージがあっ
たけど、とても片付いていますね。
　  ありがとうございます。社をあ
げての3S活動が少しずつですが
成果を出してきました。
　  3S？

　  整理・整頓・清掃の3Sです。3S
を提唱した大阪の工業部品製造
工場に社員6名で見学に行きまし
た。その後、社内でも「３Sの日」を設
けて、月に1度、終日仕事はしないで
掃き拭き掃除や不要な物を捨てて
います。まだまだ見学先の会社様
には足元にも及びませんが、変化
はしていると思います。
　  スペースも広くなって、仕事の
効率も上がるんでしょうね？
　  書類の表示も社内で統一して
ファィリングしています。「きれいな工
場でなければきれいな印刷はでき
ない」「いつでも見学にいらしてい
ただける工場」を合い言葉に努力
しています。
　  素晴らしい…。ところで大きな
機械が色々ありますね。
　  15年前にカラー印刷機を導入し
て以来、取引先がぐっと広がりました。
　  取引先はどんなところですか？
　  webからのご注文が増え、全
国各地からご注文をいただいてお
ります。また、地元では、同業、官
庁、学校、企業様を中心にお仕事

をいただいております。
　  印刷屋さんというのは納期に
合わせるのが大変なんでしょうね？
　  納期の厳しさはありますが、制
限の中で最高のものを作るよう努
力しています。受注生産なので既
製品にはない、創造する喜びがあ
ります。作った後にお客様から「あり
がとう」と言ってもらえるのは、仕事
冥利に尽きますね。
　  読者の皆様になにかメッセー
ジはありますか？
　  ホームページをご覧になられた
お客様からのお問合せが多く、でき
るだけご要望を商品化する努力を
しています。特に会社案内をご注
文いただいたお客様から製品案
内、カタログ、展示会のパンフレット
などのご相談が増えご予算、ご希
望に合わせた商品をご提案させて
いただいています。今後はこれらの
商品をさらに「早く、安く」ご提供で
きればと思っています。また、個人の
お客様からの少部数印刷から、大
量ロットまで幅広く対応しています
ので、お気軽にご相談ください。

大型カラー印刷機、製本システ
ム、個人のお客様に対応するた
めのオンデマンド印刷機も。

写真集、自分史、遺稿集など、自
費出版のご注文も増えています。
1冊からご注文いただけます。　

社屋前の看板は相模原市の
季節を感じる風景写真に毎月
貼り替えています。
社員は全員地元から通ってい
る、地域に根ざした会社です。

花子と

　太郎
の

てある
記

見 ←至相模湖

津久井
警察署

津久井
総合事務所

津久井湖
ゴルフ俱楽部

津久井
赤十字病院

津久井湖

株式会社
栄文舎印刷所

大沢 日赤前三ケ木 413

513
413

412

65

65

至橋本
→

看板 P

検索会社案内印刷コム
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＊ 相模原法人会からのお知らせ ＊

法人税確定申告の会員の方は、こちら
の会員証を切り取り、申告書の別表下
欄に貼付して提出してください。

キリトリ
▲

「広報誌はやぶさ」配布時に、
貴社の広告を同封いたします。

《発行内容》

《封入広告》

：
：

：

：

：
：

4,000部
隔月（5・7・9・11・1・3月）

角2封筒に入る大きさ
（A4版、B4・A3版二つ折りまで可）
会員に配布するに相応しい内容であること
発行部数印刷、寸法に合うこと
30,000円（1回）
封入希望発行月より1ヶ月前までにご連絡
ください。

部 数
発行日

寸 法

内 容

料 金
お申込み

会員のみなさまに隔月でお届けしております「はやぶさ」に、
貴社の広告を一緒に封入することができます。どうぞご利用
ください。

法人会館の会議室を
ご利用いただけます。
会員の方はもちろん、一般の方も会議や研修
会等にご利用になれます。飲食を伴うパー
ティー等や土日祝祭日のご利用も可能です。 

会議室ご利用のご案内 本誌同封広告のご案内

※予約状況の確認はHPにてご覧いただける他、
　お申込みも可能です。

株式会社 アイ・シー・エム

弁護士法人相模原法律事務所

株式会社 イーエムシー

シープラス 株式会社

有限会社 松田建設工業

株式会社 メガロス相模大野

OS civil 有限会社

株式会社 カズープロジェクト

有限会社 メイト測量設計

一般財団法人 生物科学安全研究所

株式会社 タイホー

株式会社 プライム・パック

株式会社 彩光舎

旬味 こじま

石橋会計事務所

井上公秀税理士事務所

廣石 隆太

パソコン教室アドバンス

田原 憲和

はんこ屋さん21相模大野店

広告代理業

弁護士業

司会者紹介・サービス業

不動産業

解体工事業

スポーツクラブ

土木設計

サッカー教室・小売業

測量・土木設計

自然科学研究所

屋外広告業

ダンボール加工業

七宝焼卸販売

飲食業

税理士業

税理士業　

税理士・行政書士

パソコンサポート

印鑑製造販売

今井 誠一

伊藤 信吾

神田 洋一

遠藤 和則

松田 桂吾

上田 良平

孫 亮

井村 圭司

　田 昌良

萬田 富治

大峰 英一

北島照秋

佐野川 日出雄

小島 宏

石橋 琢磨

井上 公秀

廣石 隆太

山内 篤子

田原 憲和

中村 光雄

相模原市中央区相模原2-13-2

相模原市中央区富士見6-6-1 大賀ビル2階

相模原市中央区上矢部4-3-16

相模原市南区相模大野3-1-7 エピカビル8階

相模原市南区相模大野6-16-17

相模原市南区相模大野3-2-1 ボーノ相模大野5階

相模原市緑区橋本3-19-17-603

相模原市緑区東橋本4-2-22

相模原市緑区橋本5-10-5

相模原市緑区橋本台3-7-11

相模原市中央区田名3513-6

相模原市緑区根小屋1790-7

相模原市緑区牧野6610

相模原市中央区相模原5-10-10 カンノインビル1階

相模原市緑区東橋本2-18-3 臼井ビル202

相模原市南区鵜野森2-25-33 ロワール町田201

相模原市南区南台5-8-2

相模原市南区相模台1-14-3

相模原市中央区矢部2-13-6

相模原市南区相模大野3-1-33

相模原矢部

中央南第1

淵野辺第2

大野

大野

大野

橋本

橋本

橋本

橋本

田名第1

津久井東

藤野

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

新会員紹介 平成25年6月・7月

法人名 業種 代表者氏名 所在地 支部・地区等

学校法人 小磯学園

株式会社 ピースカインズ

冨士印刷株式会社

㈱ジャパン・アドバンスト・ケミカル

PICテクノフロンティア株式会社

㈱第五電子工業

㈱coconi

㈱中園防災設備

㈱にこにこでんき

㈱ヒーロー

㈱トラッツ

田舎料理 なかま

中国料理 霞苑

協英印刷工業株式会社

エステティックサロン

オートバイ販売

ソフトウェア開発

不動産業

金属製品製造業

建設業

飲食業

廣田 優子

福地 省三

杉本 祥一

今井 和敏

樋口 恵

大川 剛

牧山 麗子

相模原市南区古淵4-2-8  エクセル古淵602

相模原市南区旭町11-7

相模原市南区相模大野8-3-10 ツルマビル3F

相模原市緑区下九沢647

相模原市中央区田名塩田1-17-5

相模原市中央区上溝6-1-27-1F

相模原市緑区橋本6-8-9

大野中第２

大野

大野

大沢第２

田名第２

上溝第1

賛助会員

新会員紹介 平成25年5月

法人名 業種 代表者氏名 所在地 地区名

ＴＥＬ.042-755-3027　ＦＡＸ.042-753-3273
http://www.sagamiharahojinkai.or.jp
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16　

公益社団法人 相模原法人会事務局会議室のご利用・プレゼントのお申込み、
タオル等のご寄付、広告の同封、
本誌に関するお問合せやご感想は
こちらまでお寄せください。

公益社団法人 相模原法人会会員証

◎当会の支部地区等の役員会・研修会…
◎会員会社でのご利用………………
◎会員以外の方のご利用…………… 

無料
会員料金
 一般料金

※使用に際して、物品等の販売及び公序良俗に反
　した内容のご利用はできません。

「はやぶさ」で毎号掲載しております、P16～17
「花子と太郎の食べある記」でご紹介させていた
だける会員の方を募集しています。もちろん、自
薦・他薦は問いません。『このお店の料理はとっ
ても美味しいのでぜひ紹介したい』などありまし
たら、お気軽にご紹介ください。

お店を
ご紹介ください。

会員以外の方にも「はやぶさ」を知っていただける
よう、毎号「はやぶさ」を紹介するチラシ（B6版）を作
成しています。このチラシを置いてくださる事業所を
募集しています。ぜひご協力をお願いいたします。

「はやぶさ」のチラシを
置いてくださる事業所を
募集しています

長寿のお祝い写真を5名様にプレゼント!!
久保田写真館で記念撮影！

下記の内容をご記入の上、相模原法人会事務局まで
Faxまたは郵送でお申込みください。

① 希望商品名： 久保田写真館「長寿のお祝い写真」
② ご住所　　③ お名前　　④ 電話番号
⑤ 「広報誌はやぶさ」に関するご意見、ご感想など

有限会社 久保田写真館 Tel/0120-55-0406  相模原市緑区下九沢1926-11  http://kshasinkan.net/  9時～19時（毎週木曜、第3水・木曜 定休）

 人生の大切な節目、還暦。

ご家族みんなでお祝いしませんか？

各種ちゃんちゃんこも

 用意しています。

ぜひ、ご家族そろって

 大切な記念を写真に残しましょう。

◎当選発表はプレ
ゼントの発送を
もって代えさせて
いただきます。
また、ご感想など
をご紹介させて
いただく場合が
ござます。

読者
プレゼント
応募締切り
9月30日（月）

久保田写真館

「花子と太郎の食べある記」

撮影 キャビネプリント＋ ＝9,450円相当を 　　　で進呈します。無料無料



18　　はやぶさ

＊ 相模原法人会からのお知らせ ＊

法人税確定申告の会員の方は、こちら
の会員証を切り取り、申告書の別表下
欄に貼付して提出してください。

キリトリ
▲

「広報誌はやぶさ」配布時に、
貴社の広告を同封いたします。

《発行内容》

《封入広告》

：
：

：

：

：
：

4,000部
隔月（5・7・9・11・1・3月）

角2封筒に入る大きさ
（A4版、B4・A3版二つ折りまで可）
会員に配布するに相応しい内容であること
発行部数印刷、寸法に合うこと
30,000円（1回）
封入希望発行月より1ヶ月前までにご連絡
ください。

部 数
発行日

寸 法

内 容

料 金
お申込み

会員のみなさまに隔月でお届けしております「はやぶさ」に、
貴社の広告を一緒に封入することができます。どうぞご利用
ください。

法人会館の会議室を
ご利用いただけます。
会員の方はもちろん、一般の方も会議や研修
会等にご利用になれます。飲食を伴うパー
ティー等や土日祝祭日のご利用も可能です。 

会議室ご利用のご案内 本誌同封広告のご案内

※予約状況の確認はHPにてご覧いただける他、
　お申込みも可能です。

株式会社 アイ・シー・エム

弁護士法人相模原法律事務所

株式会社 イーエムシー

シープラス 株式会社

有限会社 松田建設工業

株式会社 メガロス相模大野

OS civil 有限会社

株式会社 カズープロジェクト

有限会社 メイト測量設計

一般財団法人 生物科学安全研究所

株式会社 タイホー

株式会社 プライム・パック

株式会社 彩光舎

旬味 こじま

石橋会計事務所

井上公秀税理士事務所

廣石 隆太

パソコン教室アドバンス

田原 憲和

はんこ屋さん21相模大野店

広告代理業

弁護士業

司会者紹介・サービス業

不動産業

解体工事業

スポーツクラブ

土木設計

サッカー教室・小売業

測量・土木設計

自然科学研究所

屋外広告業

ダンボール加工業

七宝焼卸販売

飲食業

税理士業

税理士業　

税理士・行政書士

パソコンサポート

印鑑製造販売

今井 誠一

伊藤 信吾

神田 洋一

遠藤 和則

松田 桂吾

上田 良平

孫 亮

井村 圭司

　田 昌良

萬田 富治

大峰 英一

北島照秋

佐野川 日出雄

小島 宏

石橋 琢磨

井上 公秀

廣石 隆太

山内 篤子

田原 憲和

中村 光雄

相模原市中央区相模原2-13-2

相模原市中央区富士見6-6-1 大賀ビル2階

相模原市中央区上矢部4-3-16

相模原市南区相模大野3-1-7 エピカビル8階

相模原市南区相模大野6-16-17

相模原市南区相模大野3-2-1 ボーノ相模大野5階

相模原市緑区橋本3-19-17-603

相模原市緑区東橋本4-2-22

相模原市緑区橋本5-10-5

相模原市緑区橋本台3-7-11

相模原市中央区田名3513-6

相模原市緑区根小屋1790-7

相模原市緑区牧野6610

相模原市中央区相模原5-10-10 カンノインビル1階

相模原市緑区東橋本2-18-3 臼井ビル202

相模原市南区鵜野森2-25-33 ロワール町田201

相模原市南区南台5-8-2

相模原市南区相模台1-14-3

相模原市中央区矢部2-13-6

相模原市南区相模大野3-1-33

相模原矢部

中央南第1

淵野辺第2

大野

大野

大野

橋本

橋本

橋本

橋本

田名第1

津久井東

藤野

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

賛助会員

新会員紹介 平成25年6月・7月

法人名 業種 代表者氏名 所在地 支部・地区等

学校法人 小磯学園

株式会社 ピースカインズ

冨士印刷株式会社

㈱ジャパン・アドバンスト・ケミカル

PICテクノフロンティア株式会社

㈱第五電子工業

㈱coconi

㈱中園防災設備

㈱にこにこでんき

㈱ヒーロー

㈱トラッツ

田舎料理 なかま

中国料理 霞苑

協英印刷工業株式会社

エステティックサロン

オートバイ販売

ソフトウェア開発

不動産業

金属製品製造業

建設業

飲食業

廣田 優子

福地 省三

杉本 祥一

今井 和敏

樋口 恵

大川 剛

牧山 麗子

相模原市南区古淵4-2-8  エクセル古淵602

相模原市南区旭町11-7

相模原市南区相模大野8-3-10 ツルマビル3F

相模原市緑区下九沢647

相模原市中央区田名塩田1-17-5

相模原市中央区上溝6-1-27-1F

相模原市緑区橋本6-8-9

大野中第２

大野

大野

大沢第２

田名第２

上溝第1

賛助会員

新会員紹介 平成25年5月

法人名 業種 代表者氏名 所在地 地区名

ＴＥＬ.042-755-3027　ＦＡＸ.042-753-3273
http://www.sagamiharahojinkai.or.jp
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16　

公益社団法人 相模原法人会事務局会議室のご利用・プレゼントのお申込み、
タオル等のご寄付、広告の同封、
本誌に関するお問合せやご感想は
こちらまでお寄せください。

公益社団法人 相模原法人会会員証

◎当会の支部地区等の役員会・研修会…
◎会員会社でのご利用………………
◎会員以外の方のご利用…………… 

無料
会員料金
 一般料金

※使用に際して、物品等の販売及び公序良俗に反
　した内容のご利用はできません。

「はやぶさ」で毎号掲載しております、P16～17
「花子と太郎の食べある記」でご紹介させていた
だける会員の方を募集しています。もちろん、自
薦・他薦は問いません。『このお店の料理はとっ
ても美味しいのでぜひ紹介したい』などありまし
たら、お気軽にご紹介ください。

お店を
ご紹介ください。

会員以外の方にも「はやぶさ」を知っていただける
よう、毎号「はやぶさ」を紹介するチラシ（B6版）を作
成しています。このチラシを置いてくださる事業所を
募集しています。ぜひご協力をお願いいたします。

「はやぶさ」のチラシを
置いてくださる事業所を
募集しています

長寿のお祝い写真を5名様にプレゼント!!
久保田写真館で記念撮影！

下記の内容をご記入の上、相模原法人会事務局まで
Faxまたは郵送でお申込みください。

① 希望商品名： 久保田写真館「長寿のお祝い写真」
② ご住所　　③ お名前　　④ 電話番号
⑤ 「広報誌はやぶさ」に関するご意見、ご感想など

有限会社 久保田写真館 Tel/0120-55-0406  相模原市緑区下九沢1926-11  http://kshasinkan.net/  9時～19時（毎週木曜、第3水・木曜 定休）

 人生の大切な節目、還暦。

ご家族みんなでお祝いしませんか？

各種ちゃんちゃんこも

 用意しています。

ぜひ、ご家族そろって

 大切な記念を写真に残しましょう。

◎当選発表はプレ
ゼントの発送を
もって代えさせて
いただきます。
また、ご感想など
をご紹介させて
いただく場合が
ござます。

読者
プレゼント
応募締切り
9月30日（月）

久保田写真館

「花子と太郎の食べある記」

撮影 キャビネプリント＋ ＝9,450円相当を 　　　で進呈します。無料無料
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相模原法人会広報誌

隔月刊

SAGAMIHARA  HOJINKAI

青年部会をよろしくお願い申し上げます。
正副部会長・正副委員長 一同

損保ジャパン　NKSJひまわり生命　第一生命　代理店

　 0120-301-327
〒252-0344　相模原市南区古淵2丁目18-3　ヤママサ第一ビル4階
TEL 042-711-7001　FAX 042-711-7002
URL:http://www.mira1.jp

代表取締役　小　口　 伸　夫
ファイナンシャルプランナー AFP資格

No.39042693

株式会社 みらい
 ほけんのみらい  で検索!!
みらいブログ
楽しい情報を毎日更新中!!

アドレスラベル

ご年配の方やお身体の不自由
な方にも日常の記入が省けるとご好評をいただいています。

例

手紙やラッピング
《名入れ》ギフトにも

アメリカから輸入して
いるシールです。
お好きなデザインを
選んでいただき印刷
する文字は自由です！

ブレインシステムズ
Tel : 042-745-8281

www.brain-systems.co.jp
(カタログ有ります！)

〔営業のご案内〕
事 務 所 ・ 店 舗 床 清 掃
マンション・アパート管理
入 退 室 時 空 室 清 掃
共用部巡回清掃・ガラス
外壁等特殊清掃・受水槽
排 水 設 備 清 掃
電 気 ・ 消 防 設 備 点 検
クロス・畳・襖リフォーム
ハ ウ ス ク リ ー ニ ン グ

事務所・店舗床清掃

マンション・アパート管理

入退室時空室清掃

共用部巡回清掃・ガラス

外壁等特殊清掃・受水槽

排水設備清掃

電気・消防設備点検

クロス・畳・襖リフォーム

ハウスクリーニング

【営業のご案内】

0120-530-884
http://www.hayashi-bisou.com 

ゴ ミ ゼ ロ   ハ ヤ シ

フリーダイアル

有限会社 MAKIエンジニアリング

代表取締役　牧   恒 太

〒252-0321 神奈川県相模原市南区相模台7-19-18
TEL   （ 0 4 2 ） 7 6 7 - 4 3 5 1
FAX   （ 0 4 2 ） 7 6 7 - 4 3 5 2

神奈川県知事許可（般－23）第71122号

http://www.sugizakisuido.com

杉崎 貴之

有限会社 杉崎水道
〒252-0116　神奈川県相模原市緑区城山3-1-24

TEL:042-782-2377　FAX:042-782-2610

代表取締役

ハイライト

平成26年度
税制改正要望事項

法人会を支えるひと
中央南第1地区
トーア株式会社

榎本 秀人さん

花子と太郎の見てある記

株式会社
栄文舎印刷所

相模原税務署からのお知らせ

活動フラッシュ

各地区の事業報告

読者プレゼント

久保田写真館で記念撮影！

長寿のお祝い写真

冨岡弘文税理士事務所
T o m i o k a  H i r o f u m i  T a x  A c c o u n t i n g  O ffi c e

〒252-0303  神奈川県相模原市南区相模大野8-7-7  悠々スクアール相模大野2F
　　　　　　 TEL：042-742-9916　FAX：042-745-7630

所属税理士　冨岡弘文　澤祐子　才川重久　井上潤　佐藤小百合

ふじみ式典株式会社

代表取締役　中村 義雄

ご葬儀のお申し込み、お問い合わせは 0120-64-7764

なかむら　　よしお

ハートライフサロン　たなごころ
〒252-0311 神奈川県相模原市南区東林間4-11-7 
　　　　　　ネオメット東林間M202
TEL 042-767-2041  

瓦版せいねんぶ 第41号




